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2A4 「 I C カードの発明，企業化及び 将来展望」 

プリムラ技研株式会社 

代表取締役 有村 國 孝 

日本の有村 國 孝 氏によって I C カードが発明されてから 1 8 年、 フランスのロラン・ モ 

レ / 氏によって発明されてから、 すでに 1 4 年を経過した。 フランスではすでに 2 千万枚 

もの使用をみているが、 それに影響されて 欧州では西独、 英国、 スウェーデン、 デンマー 

ク 、 イタリア、 スペインなどが 熱心に検討を 進めている。 米国でもすでに 実験段階から 実 

用化段階に進んでいる。 

それに対し、 日本はまだ一部企業内で 実用化段階の 検討が試みられているものの、 社会 

的な普及には 至っていない。 

しかしながら、 I C カ - ドに関する関心は 、 口ごとに強まっており、 テレビ、 新聞、 雑 

誌などのマスコミに 多数、 取り上げられている。 

ところで   @ 口にⅠ C カードというのはどういうタイフ。 になるかというと、 

工 ． 「 CPU + メモリー」すなわち 信号を処理する 機能あ るいは演算機能とメモリーを 備 

えているタイプ 

2 . 「メモリ一のみ」を 搭載しているタイフ。 

3 .  「 PC 」すなわちパーソナルコンピュータの 機能を持って、 それに「 1 /0 」が付随 

しているタイプ。 

03 種類があ る "  これらは、 一般的に接点式の I C カードのことであ り、 すでに各社に 

よって実用化の 検討がされている。 

一般に I C カードは接点式Ⅰ C カードと、 非接点式 I C カードに分けられるが、 接点式 

I C カードには、 いま述べたような「 CPU+ メモリーⅠのタイプの 1 S 0 タイプの磁気 

力 一ドと 互換性があ るカードと、 「メモリーカード」のように、 たくさんの端子やピンが 

ならんで い て、 標準化などの 作業が非常に 難しく、 現在標準化の 検討ができない 状況のも 

のとガ あ る。 

「 PC + I /0 」 タイプのものは、 「 1 /0 」の部分と I S O とが共通の端子を 備えて 

おり 「 I S O タイプ」 との互換性を 狙っている。 
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非接触 式 I C カードについては、 0 . 7 6mm の厚みのあ るカードと、 2 ～ 5mm まで 

の比較的厚い、 しかも「 1 S 0 」 タイプの I C カードと必ずしも 互換性のない 非接触 式の 

通信方式によって、 接点式カードでは 見られないような 対境域 性 に強く、 かつまた接点式 

カードでは出来なかったような 通信機能や遠隔で 制御出来る役割をもつカードが 検討され 

実現しようとしている。 

この芽接点式 I C カードも 0 . 7 6mm のものは「 CPU+ メモリー」のタイプと「メ 

モリ一のみ」のタイプ、 および「 PC+ I /0 」 タイプの物ものが 考えられるが、 2 ～ 5 

mm くらいの比較的厚いものについても 同様であ る 

これらはデータキャリア 型のカードという 形で現在、 実用化や検討が 進められてい る 

接触 式 I C カードは、 ターミナルにカードを 挿入、 ないしは接触させることが、 かなら 

ず 必要であ るが、 非接点式 I C カードは 、 R/W にもカードにも 接点がないため、 これを 

接触して通信を 行なう場合と、 R/W からまったく 離して通信する 場合と、 2 つのケース 

があ る。 到達距離は目的や 使用方法に応じて 短いものから 長いものまであ る。 また「メモ 

リー」容量は、 それほど多くないものから、 かなり大容量まで 要求される持合があ る。 ま 

たその応用分野についても、 それぞれの目的によってかなり 広く考えられる。 このように 

I C カード と 一口にいっても、 接点式 I C カード と 非接点式 I C カードに分かれ、 接点式 

I C カードでも、 磁気力 一ドの 延長線上で考えられる、 いわばキャッシュカード や クレジ 

カ ト ド、 ないしは健康保険やカルチなどの 医療カードというような 分野と、 まったく 

それと異なる、 いわば OA ないしは FA を主体とするコンピュ - タ周辺、 あ るいはコンピ 

ュ 一タ端末、 コンピュータそのものとしての 機能を要求されるような I C カードがあ る。 

それらの実用という 面では、 いわばオンライン 一 オフラインの 総合的なネットワークの 考 

え 方のもとに検討されている。 用途や応用システムについては、 広範囲に 亘り 、 銀行、 医 

療 等々種々の決済機能をもつもの、 チ レホンカードやクレジット 機能をも持たせた 電話カ 

ード、 ガンラインの 通信の場合にも 暗号化やスクランブル、 ヂ コードのような、 セキュリ 

ティ一の目的で 使用するもの、 ポス・ショッピンバ   等流通で使用するもの、 物流などで選 

別や仕分けなどに 使用するもの、 オフラインでデータキャリアとして 使用するもの、 その 

他 ゲームやレジャ 一等のソフトなどに 使用するもの、 など多種類のものがあ る。 それぞれ 

現在、 各社によって 検討されている。 
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